






2022年（令和４年） 10 月１日

　
　
30
年
後
に
進
む
べ
き
道
、
果
た

す
べ
き
役
割

A
．
日
本
商
工
会
議
所
創
立
100
周

年
を
迎
え
ら
れ
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
地
球
規
模
の
「
人
口
増

加
」・「
環
境
破
壊
に
よ
る
温
暖
化
」

そ
れ
に
伴
う
「
食
糧
危
機
」・「
大

規
模
災
害
」
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

最
近
の
風
潮
と
し
て
各
国
が
「
自

国
主
義
」
に
走
る
傾
向
に
あ
り
大

変
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
は
資
源
の
少
な
い
国
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
な
ど
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

知
的
レ
ベ
ル
の
高
い
国
で
あ
り
ま

す
。
30
年
後
の
日
本
は
、
大
規
模

で
且
つ
生
産
性
の
高
い
Ｄ
Ｘ
を
活

用
し
た
「
農
業
」「
漁
業
」「
畜
産
」

に
よ
り
「
食
料
自
給
率
100
％
」
と

「
高
付
加
価
値
製
品
の
輸
出
」、
又

製
造
業
に
お
い
て
も
「
Ｄ
Ｘ
」「
Ｃ

Ｎ
」
に
配
慮
し
た
高
い
生
産
性
と

他
国
を
リ
ー
ド
す
る
「
モ
ノ
づ
く

り
」
に
よ
り
、「
明
る
く
元
気
に

楽
し
い
日
本
」
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
環

境
対
策
強
化
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
地
域
経
済
発
展
を
「
女

性
会
」「
青
年
部
」「
西
尾
も
の
づ

く
り
研
究
会
」
と
共
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
貴
所
に
は
よ

り
一
層
の
地
域
支
援
対
策
を
期
待

し
、
益
々
の
ご
発
展
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　　
 1.　
い
わ
ゆ
る
「
日
本
経
済
の
失

わ
れ
た
30
年
」
か
ら
脱
却
し
、
再

び
強
く
豊
か
な
日
本
を
創
り
あ
げ

る
た
め
に
、
最
も
必
要
と
思
わ
れ

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

A
．
愛
国
心
の
道
徳
教
育
は
必
要

な
が
ら
、
世
界
に
貢
献
す
る
人
財

を
輩
出
で
き
る
、
世
界
を
凌
駕
す

る
多
く
の「
人
財
」が
必
要
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
は
勿

論
の
事
、
発
想
豊
か
な
人
財
教
育

の
推
進
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

 2.　
２
０
５
０
年
ま
で
を
見
据
え
、

「
こ
れ
か
ら
注
目
す
べ
き
国
・
地

域
」
は
ど
こ
で
す
か
。
簡
単
な
理

由
と
と
も
に
、
３
つ
の
国
・
地
域

名
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。　
　

A
．①
ア
フ
リ
カ

　

国
土
の
広
さ
、
資
源
の
豊
富
さ
、

労
働
者
人
口
の
多
さ
と
若
さ
（
平

均
27
歳
）
等
、
今
後
の
開
発
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
非
常
に
高
く
、
発
展

の
可
能
性
も
高
い
。

②
イ
ン
ド

　

英
語
圏
で
あ
り
、
国
民
の
I
T

能
力
も
高
く
、
今
後
の
労
働
者
人

口
の
増
加
が
十
分
望
め
る
。
ま
た

ス
ズ
キ
自
動
車
が
成
功
し
た
よ
う

に
国
内
で
認
め
ら
れ
れ
ば
市
場
成

長
性
は
高
い
。

③
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

近
年
の
安
定
し
た
経
済
成
長
と

世
界
４
位
の
人
口
が
、
旺
盛
な
民

間
消
費
を
支
え
、
A
S
E
A
N
の

中
堅
国
と
し
て
今
後
の
成
長
の
可

能
性
に
期
待
が
出
来
ま
す
。

 3.　
会
員
企
業
や
、
次
世
代
の
中

小
企
業
経
営
者
に
託
し
た
い
夢
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A
．
会
員
企
業
は
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
過
去

幾
多
の
難
題
を
乗
り
越
え
、
今
も

コ
ロ
ナ
禍
に
対
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
都
度
、
難
局
に
対
応
し
た
変

化
を
し
た
結
果
、
今
日
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
経
営
を
心
掛
け

全
会
員
企
業
の
事
業
継
続
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 4.　
今
後
も
、
地
域
が
持
続
的
な

発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
、
地
場
の

企
業
は
何
を
な
す
べ
き
だ
と
思
わ

れ
ま
す
か
。

A
.
当
地
の
特
産
品
で
あ
る
「
愛

知
西
尾
の
抹
茶
」
は
も
と
よ
り
、

製
造
品
出
荷
額
が
1
9
7
7
年
か

ら
連
続
全
国
第
1
位
で
あ
る
愛
知

県
に
於
い
て
、
当
地
の
工
業
も
主

要
な
産
業
で
あ
り
ま
す
。
当
地
の

商
工
業
共
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の

変
革
に
対
応
し
た
経
営
体
制
を
考

え
、
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

 5.　
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
が
現
代

に
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
日
本
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う

行
動
す
る
で
し
ょ
う
か
。

A
．
渋
沢
栄
一
公
の
時
代
は
、
手

本
に
な
る
欧
米
国
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
資
源
の
少
な
い
日

本
は
、「
自
給
自
足
」
と
「
高
付

加
価
値
製
品
」
の
輸
出
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

栄
一
公
な
ら
、
仮
想
現
実
の
地

方
自
治
体
機
能
を
つ
く
り
、
バ
ー

チ
ャ
ル
空
間
で
の
申
請
手
続
き
な

ど
の
機
能
拡
充
を
図
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
化
を
見
据
え
た

仮
想
現
実
技
術
を
使
っ
た
在
宅
医

療
や
、
少
子
化
社
会
で
の
教
育
費

低
減
に
対
応
し
た
、
仮
想
現
実
の

学
校
環
境
の
整
備
（
教
員
の
大
部

屋
化
・
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
に
よ
る

健
康
管
理
）
な
ど
、
さ
ら
に
、
仮

想
現
実
の
都
市
空
間
づ
く
り
に
よ

る
貸
オ
フ
ィ
ス
や
企
業
誘
致
・
商

業
施
設
づ
く
り
な
ど
、
リ
ア
ル
な

配
送
サ
ー
ビ
ス
や
都
市
規
模
で
の

デ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
の
整
備
等
を
含

め
率
先
垂
範
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

 6.　
２
０
５
０
年
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
社
会
変
化
が
起
き
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
か
。

A
．
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
自
動
運
転
社

会
を
見
据
え
、
各
自
治
体
と
連
携

し
た
商
業
機
能
・
住
宅
機
能
・
工

業
機
能
を
分
け
た
都
市
構
想
の
見

直
し
が
急
務
。

 

・
都
市
主
要
駅
を
中
心
と
し
た
商

業
機
能
と
住
宅
機
能
の
整
備

 

・
私
鉄
沿
線
の
廃
線
を
見
据
え
、

電
車
と
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
連
携

し
た
移
動
手
段
の
確
立

 

・
商
業
施
設
か
ら
住
宅
へ
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
自
動
運
搬
機
能
の
確
立

 

・
都
市
周
辺
大
型
自
動
倉
庫
群
と

の
各
商
業
施
設
へ
の
自
動
運
搬
機

能
の
確
立

 

・
各
都
市
大
型
自
動
倉
庫
間
の
長

距
離
運
搬
事
業
の
確
立

 

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
自
動
車
用
の
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
（
充
電
施
設
・
自
動

運
転
用
道
路
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
自
動

車
用
電
波
塔
）
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

Ⅰ

ア
ン
ケ
ー
ト

Ⅱ

　『日本商工会議所創立 100 周年記念式典』が令和４年９月 16 日、東京国際フォーラム
において天皇陛下のご臨席を仰ぎ、執り行われました。
　日商創立 100 周年記念特設サイト　『全国商工会議所からの未来へのメッセージ』には、
当所小田井会頭のメッセージが掲載されました。

小田井会頭
 　　未来へのメッセージ

創立100周年記念
特設サイト

日本商工会議所創立 100 周年
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づ
く
り
な
ど
、
リ
ア
ル
な

配
送
サ
ー
ビ
ス
や
都
市
規
模
で
の

デ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
の
整
備
等
を
含

め
率
先
垂
範
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

 6.　
２
０
５
０
年
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
社
会
変
化
が
起
き
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
か
。

A
．
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
自
動
運
転
社

会
を
見
据
え
、
各
自
治
体
と
連
携

し
た
商
業
機
能
・
住
宅
機
能
・
工

業
機
能
を
分
け
た
都
市
構
想
の
見

直
し
が
急
務
。

 

・
都
市
主
要
駅
を
中
心
と
し
た
商

業
機
能
と
住
宅
機
能
の
整
備

 

・
私
鉄
沿
線
の
廃
線
を
見
据
え
、

電
車
と
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
連
携

し
た
移
動
手
段
の
確
立

 

・
商
業
施
設
か
ら
住
宅
へ
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
自
動
運
搬
機
能
の
確
立

 

・
都
市
周
辺
大
型
自
動
倉
庫
群
と

の
各
商
業
施
設
へ
の
自
動
運
搬
機

能
の
確
立

 
・
各
都
市
大
型
自
動
倉
庫
間
の
長

距
離
運
搬
事
業
の
確
立

 

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
自
動
車
用
の
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
（
充
電
施
設
・
自
動

運
転
用
道
路
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
自
動

車
用
電
波
塔
）
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

特設サイトはこちら
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